
2023年度
排出量
5,103
万t-CO2

９ その他の関連事項① 家畜排せつ物分野の地球温暖化対策

・ 我が国の温室効果ガス(GHG)総排出量約10.7億t/年(CO2換算)のうち約１％が畜産業由来であるが、これは農林水産業由来
の約30％を占める。畜産業由来のGHGは、家畜排せつ物管理に由来するCH4(メタン)及びN2O(一酸化二窒素)、及び消化管内
発酵に由来するCH4であり、うち家畜排せつ物管理由来は畜産業由来の1/2弱を占める。

・ 家畜排せつ物由来のGHG排出削減の取組としては、堆積発酵から強制発酵への家畜排せつ物管理方法の変更、アミノ酸バランス
改善飼料の給餌等があり、更なるGHGの排出削減に資する技術の開発・普及を推進している。
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 農林水産業からのＧＨＧの排出（2023年度）
（CO2換算）

出典：温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）

家畜排せつ物分野におけるＧＨＧ排出削減の取組

出典：「農林水産省地球温暖化対策計画の概要（令和３年10月）」
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 アミノ酸バランス改善飼料の給餌の普及

CH4のうち
家畜の消化管内
発酵由来

864万t（16.9%） CH4のうち
稲作由来
1,291万t
（25.3%）

CO2のうち
燃料燃焼由来

1,855万t
（36.4%）

CO2のうち
石灰・尿素施肥由来
38万t（0.7%）

N2Oのうち
農用地の土壌由来

436万t
（8.6%）

N2Oのうち
家畜排せつ物
管理由来

339万t（6.6%）

うち、N2O
15.4%

うち、CH4
47.5%

うち、CO2
37.1%

CH4のうち
家畜排せつ物
管理由来

265万t（5.2%）

 温室効果ガスを低減する飼養
管理技術に関連する研究開発

 家畜排せつ物の管理方法の変更

変更

堆積発酵 強制発酵



９ その他の関連事項② クロピラリド対策

クロピラリドに特徴的な反応を示すサヤエンドウを用いて、堆
肥や土壌中のクロピラリド残留を簡便に検定。

・ 農薬の成分であるクロピラリドは、米国、豪州等で幅広く使用され、粗飼料のほか、穀類や加工穀類（小麦ふすま等）に残留。家
畜に給与された場合、堆肥を通じて園芸作物等の生育に障害を起こす可能性があり、各段階でのリスク低減対策等を実施。

・ クロピラリドに対する感受性の高い作物のポット栽培や施設栽培を中心に、93事例（トマト類、スイートピー、サヤエンドウ、サヤイン
ゲン、ピーマン、トウガラシ、ナス、花苗、ウリ類）の生育障害発生が報告（令和4年9月時点）。

・ 人等に対する毒性を示すデータはなく、動物の体内からは速やかに排出されるため、人や家畜の健康への悪影響はない。

○クロピラリドによる生育障害発生までの流れ ○ 対策の概要

○ 生物検定（試験栽培）

障害発生
（トマトの例）

外国産
飼料

日本へ
輸入

糞尿を
堆肥化

家畜に
給与

飼料の
生産国

飼料の
輸入業者

畜産農家、堆肥製造業者、
園芸農家等 調査・研究など

・ 残留低減
に向けた取
組

・ 残留リスク
の低減、自
主検査の
実施等

・ 相対的に高リスクな堆肥利
用の回避、適正量の堆肥施
用、土壌との十分な混和、生
物検定（試験栽培）の実施
等

・ 輸入飼料及び堆肥中に含ま
れるクロピラリド実態調査、ク
ロピラリドの動態把握
（H28-29）

・都道府県が行う生物検定や
クロピラリド分析の実施を支
援（H30）

・生育障害低減のためのクロピ
ラリド動態解明

クロピラリドに関する正しい知識や堆肥の履歴等について、
関係者間で確実に情報共有

残留指数
＝（第1葉×5＋第2葉×4＋・・・＋第5葉×1）÷5

０
障害なし

０．５
わずかに
カップ状

１
明らかに
カップ状

２
カップ状から
更に変形

３
ひどく変形し

原型を留めない

写真の計算例
(0×5＋0×4＋0×3＋0.5×2＋1×1)÷5

＝残留指数0.4

展葉なし
（心止まり）

４

クロピラリド使用
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９ その他の関連事項③ 代替敷料の利用促進
・ 木質バイオマス発電用の需要拡大等を背景として、一部地域で敷料用のおが粉の価格上昇や供給量減少が発生。
・ このため、各県においては、林業担当部署とも連携し、おが粉の供給余力のある製材所等に関する情報を把握するほか、畜産農家
等からの問い合わせに対応する相談窓口を設置し、おが粉に関する情報提供等を実施するよう要請。

・ また、地域で入手できる代替敷料の利用を促進するため、事例集やマニュアルを作成し、関係者へ周知。
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○ おが粉代替敷料の例と特性 ○ 普及の推進

種類 メリット デメリット 入手の容易さ 価格
戻し
堆肥 ・吸水性が高い ・吸水すると取扱性が低下

・堆肥中に塩類等が集積
○

・堆肥の乾燥工程が必要
◎

・自家で生産可能

もみ殻 ・クッション性・通気性
に優れる

・吸水性・保水性が低い
（改善には粉砕等が必
要）
・分解性が低い

○
・供給時期が偏るため、保
管が必要

◎
・無償で入手可能

細断
古紙 ・分解性が高い ・吸水すると取扱性が低下

・異物混入の可能性
○

・排出事業者との条件調
整が必要

○
・無償あるいは低価格
で入手可能

きのこ
廃菌床

・分解性が高い
・栄養分が豊富で、良
好な堆肥化に寄与

・水分が多い
・腐敗しやすい

△
・供給元が偏在している

◎
・無償で入手可能

お茶殻 ・脱臭効果が高い ・水分が多い △
・供給元が偏在している

○
・低価格で入手可能

地域で入手でき
るおが粉の代替と
なる敷料資材を
調査・取りまとめ
るとともに、農家
にわかりやすいパ
ンフレットを作成
し紹介。

おが粉代替
敷料の紹介

敷料（主におが
粉）の生産動向
や利用実態を調
査し、現場の助
言指導に活用で
きる資料として取
りまとめ。

敷料の
生産･利用の
実態調査

戻し堆肥 もみ殻  細断古紙                 きのこ廃菌床 お茶殻（堆肥と混合）
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